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の役割に関する検討．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療

法の開発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 27-44, 2008 
3. 長谷川 稔，松下幸世，松下貴史，藤本 学，竹原和彦，佐藤伸一: 皮膚線維芽細胞に発現した ICAM-1が tight skin

マウスの皮膚硬化に関与する．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根

治的治療法の開発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 63-71, 2008 
4. 土屋尚之，長谷川 稔，佐藤伸一，竹原和彦，氷上光輝，川崎 綾，伊東郁恵，江原幸和，徳永勝士，松下正毅，
岡 孝紀，藤本 学：全身性強皮症における IL10RBおよび IRF5 多型の検討．厚生労働科学研究費補助金難治性
疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 84-92, 
2008 

5. 佐藤伸一，長谷川 稔，小村一浩，原 肇秀，小川文秀，村田真希，藤本 学，竹原和彦：全身性強皮症患者では
IL-23値が上昇している：Th17との関連性について．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症
における病因解明と根治的治療法の開発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 135-139, 2008 

6. 佐藤伸一，小川文秀，清水和宏，原 肇秀，室井栄治，竹原和彦: 全身性強皮症(SSc)における抗酸化修復酵素
Methionine sulfoxide reductase (MsrA)の自己抗体の発現と臨床的意義．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研
究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 147-152, 2008 

7. 佐藤伸一，原 肇秀，小川文秀，竹原和彦：全身性強皮症患者血清中の抗 p53抗体の陽性頻度とその臨床的意義に
ついての解析．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開

発」平成 19年度総括･分担研究報告書，pp. 153-159, 2008 
8. 佐藤伸一，吉崎 歩，小村一浩，岩田洋平，竹原和彦：ブレオマイシン誘発性強皮症マウスモデルにおける CD19
の役割に関する検討．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療

法の開発」平成 17年度～平成 19年度総合研究報告書，pp. 30-47, 2008 
9. 長谷川 稔，松下幸世，松下貴史，藤本 学，竹原和彦，佐藤伸一：皮膚線維芽細胞に発現した ICM-1が tight skin

マウスの皮膚硬化に関与する．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根

治的治療法の開発」平成 17年度～平成 19年度総合研究報告書，pp. 48-56, 2008 
10. 長谷川 稔，松下幸世，藤本 学，佐藤伸一，竹原和彦: ICAM-1の欠損により tight skinマウスの皮膚硬化は減弱
する．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成

17年度～平成 19年度総合研究報告書，pp. 57-64, 2008 
11. 長谷川 稔，松下貴史，藤本 学，佐藤伸一，竹原和彦：全身性強皮症における BAFFの発現異常．厚生労働科学
研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 17 年度～平成 19
年度総合研究報告書，pp. 87-96, 2008 

12. 長谷川 稔，松下貴史，藤本 学，佐藤伸一，竹原和彦：BAFFアンタゴニストによる強皮症モデルマウスの治療．
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 17年
度～平成 19年度総合研究報告書， pp. 97-107, 2008 

13. 麦井直樹，長谷川 稔，藤本 学，生田宗博，立野勝彦，沢崎詩織，西 悦子，堀江 翔，佐藤伸一，竹原和彦：
全身性強皮症患者の握力：手指に対するリハビリテーションの効果について．厚生労働科学研究費補助金難治性疾

患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 17年度～平成 19年度総合研究報告書，pp. 
173-178, 2008 

14. 竹中 基：【生涯教育シリーズ】蕁麻疹．長崎市医師会報 42 (8): 36-39, 2008 
15. 竹中 基：長崎地方のスポロトリコーシス 16例の検討．Dermatology Congress Report 18: 4, 2008 
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学会発表数 
A－b B－b 

A－a 
シンポジウム 学会 

B－a 
シンポジウム 学会 

0 2 11 6 3 64 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

佐藤伸一・教授 油症治療調査委員会委員 厚生労働省全国油症治療研究班 

佐藤伸一・教授 カネミ油症健康実態調査項目等ワーキンググル

ープ委員 
厚生労働省全国油症治療研究班 

佐藤伸一・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

佐藤伸一・教授 油症対委員会委員 長崎県 

佐藤伸一・教授 油症研究班班長 長崎県 

佐藤伸一・教授 理事 日本研究皮膚科学会 

佐藤伸一・教授 評議員，雑誌編集委員 日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本乾癬学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

佐藤伸一・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

佐藤伸一・教授 Journal of Dermatological Science, Section Editor 日本研究皮膚科学会 

佐藤伸一・教授 Arthritis & Rheumatism, Advisory Editor アメリカリウマチ学会 

清水和宏・准教授 油症対策委員会委員 長崎県 

小川文秀・講師 雑誌編集委員 日本臨床免疫学会 

 

競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

佐藤伸一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
創傷治癒過程における，B細胞および B細胞
シグナル伝達分子の in vivoの役割 

小川文秀・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
全身性強皮症における抗酸化修復酵素MsrA
に対する自己抗体の解析と治療の検討 

Bae Sangjae・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
アトピー性皮膚炎における，神経ペプチドの

in vivoにおける関与の検討 

清水和宏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 
免疫複合体病における治療ターゲットとし

ての活性酸素種及び NO, CO, H2Sの解析 

佐藤伸一・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服
研究事業) 
強皮症における病因解明と根治的治療法の

開発 
佐藤伸一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安

全確保推進研究事業) 

熱媒体の人体影響とその治療法に関する研
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究 

佐藤伸一・教授 農林水産省 分担 ツバキの新機能活用技術及び高生産性ツバ

キ林育英技術の開発 

簗場広一・助教 日本応用酵素協会 代表 助成金 
炎症性腸疾患モデルにおける CD19の役割 

 

その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職名（担当科目） 関 係 機 関 名 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

裵 祥宰・助教 非常勤講師（皮膚科学） 玉木女子高等学校 

裵 祥宰・助教 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医療技術専門学校 

裵 祥宰・助教 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医師会看護専門学校 

 日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

竹中 基・講師 植物と皮膚のアレルギ

ー 

福岡市・KBC
九州朝日放送

2008年 
 4月 6日

植物と皮膚のアレルギーについて解説 

小川文秀・講師 酸化ストレスと皮膚 大阪市・（株）

日経ラジオ社

2008年 
 4月 17日

今日の最新医学・医療情報番組を放送

し、日常診療に役立つ解説 

佐藤伸一・教授 コントロール必要な強

皮症 早期治療で合併

症防止 

フジサンケイ
Business, i 

2008年 
9月 15日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症①早期に進行抑制

を 

岩手日報 2008年 
9月 15日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症②指先の変化に注

意 

岩手日報 2008年 
 9月 22日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症③保温が何より大

切 

岩手日報 2008年 
 9月 29日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 強皮症-2 保温重要、食
事は腹八分目 

共 同 通 信 社
MEDICAL 
NEWS 最新医
療情報 

2008年 
  9月 30日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 強皮症 -3 指先の変化
に注意を 

共 同 通 信 社
MEDICAL 
NEWS 最新医
療情報 

2008年 
 10月 7日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症〈1〉 
山梨日報 2008年 

 9月 22日
強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症〈2〉 
山梨日報 2008年 

 9月 29日
強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 
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佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強

皮症〈3〉 
山梨日報 2008年 

10月 16日
強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強
皮症(1) 

埼玉新聞 2008年 
 9月 24日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 からだ 強皮症①「全身
性」では内臓も悪化 

茨城新聞 2008年 
10月 5日 

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 からだ 強皮症②指先
の変化には気を付けて 

茨城新聞 2008年 
10月 12日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 からだ 強皮症③保温
し、食事は腹八分目 

茨城新聞 2008年 
10月 19日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強
皮症① 

下野新聞 2008年 
 9月 27日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 続健康ワンポイント 
強皮症㊥ 指先の変化
に注意を 

岐阜新聞 2008年 
10月 20日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 健康ワンポイント 強
皮症 

千葉新聞 2008年 
11月 19日

強皮症の早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓蒙した 

佐藤伸一・教授 あなたのお肌は大丈

夫？～しっしんから皮

膚がんまで～ 

長崎市・長崎

市民会館文化

ホール 

2008年 
10月 22日

長崎文化放送「とっても健康ランド」番

組連動企画として、一般市民を対象に講

演 

佐藤伸一・教授 
 

教えて！皮膚の病気に

ついて 
第 20回ひふの
日講演会＆相

談会 

2008年 
11月 15日

第 20 回ひふの日講演会＆相談会で、一
般市民を対象に講演 

 
○講座における社会活動 
Ⅰ．カネミ油症の診断，治療の改善を目的として設けられた厚生労働省の食品安全確保研究事業に参加し，下記の協力

を行ってきた。 
① 油症検診： 昭和 43年以来，毎年 1回長崎県下各地での検診を行っている。 
② 研究事業： 油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対する

影響などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討，発表している。 
Ⅱ．皮膚の日に公開講座を開いて啓蒙活動を行っている。 
Ⅲ．長崎県医師会が実施している日本医師会生涯教育講座に協力している。 

 
  


